溪 間にい る 人に 始終 慌 しい 感情 を 与えて いた。 そう 

した 村の なかで は、 溪 間から は 高く 一日 日の 当る この 

平地の 眺め ほど 心 を 休める ものはなかった。 私に とつ 

て は その 終日 日に 倦いた 眺めが 悲しい まで ノス タル 

ジック だ つた。 Lotus-eater の 住んで いると いうい つ 

も 午後ば かりの 国 —— それが 私に は 想像され た。 

雲 は その 平地の 向う の果 である 雑木 山の 上に 横た 

ほととぎす 

わって いた。 雑木 山で は 絶えず 杜鵑が 鳴いて いた。 

その 麓に 水車が 光って いるば かりで、 眼に 見えて 動 

くもの はなく、 うら うらと 晚 春の 日が 照り 渡って いる 

野 山に は 静かな 懶 さばかり が 感じられた。 そして 雲 
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